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研究成果の概要（和文）：　本研究は、近代西洋人による官話課本と官話訳聖書等の記述に基づき、彼らが外国
語として学習した官話像を考察したものである。近代西洋人の官話の認識については、当時の英仏を中心に、代
表的な課本に記述された定義の変化を概観した。個別の官話研究については、メドハースト、エドキンズ、ロプ
シャイド等の記述を考察し、彼らが北方、南方、その他の官話の相違点に関する認識を継承・発展させた過程を
指摘した。また、メドハーストの官話訳聖書と官話課本が19世紀半ばの官話の特徴を考察する際に有用であるこ
とを指摘した。さらに、主に西洋料理のレシピや問答書の本文を資料として、近代西洋人が記述した官話文の特
徴についても考察した。

研究成果の概要（英文）：    This study explores the Mandarin that learned by Westerns as foreign 
language based on the descriptions in the textbooks and the Bible of the Mandarin version in Modern 
Times. 
    The changes of the definition of Mandarin that were provided in textbooks by modern Westerns 
mainly in UK and France were listed in chronological order.The study of Mandarin analyzed by 
Westerns, those were carried out to examine the features of the studies by Medhurst, Edkins and 
Lobscheid. Western scholars point out the important difference between Northern, Southern and the 
other Mandarin. We suggest an application of the Bibles translated by Medhurst into Mandarin and his
 Mandarin textbooks representing the characteristics of Mandarin in middle of the 19th century. 
    The analysis of Mandarin that Westerns described as sentences was mainly performed by comparing 
the text written in colloquial style of Western recipe and the dialogic writing of catechetical 
books published in the 19th century.

研究分野： 中国語学

キーワード： 官話　近代欧人　外国語としての中国語理解　官話訳聖書　官話教科書　漢訳聖書　異文化翻訳
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 近世以降の中国には、“官話”と呼ばれる口頭語

の共通語が存在し、一方で書面語にも口頭語に近

接する記述体としての“白話”が存在した。“官話”

を対象とした研究に関しては、1970 年代に尾崎實

が西洋資料の有用性に着目し、さらに内田慶市

(2000)も漢訳聖書の資料価値を指摘してきたが、こ

れまでに大塚秀明(1996)、古屋昭弘(1996)、何群雄

(2000)、千葉謙悟(2010)らの特定の個別資料に関す

る論考を除けば、西洋資料を活用した“官話”研究

は、資料数が膨大で、かつ近年までは入手困難で

あったこともあり、内田(2006 以降)の「西洋人の

中国語文法書における“官話”の定義の概略」以降

では、近代を更に通時的に網羅した詳細な研究は

殆ど進展しなかったと言える。最近になり、中国

語の近世・近代語を専門とする若手研究者の間で、

域外資料の「非母語話者」的視点からの“官話”研

究の機運が高まり、中国近世語学会（2011）で「周

縁資料による“官話”研究」を主題とするワークシ

ョップが組織され、報告者も「西洋資料が記述し

た“官話”の諸相」について基礎的な報告を行い、

本課題の着想の一つのきっかけとなった。 

 近代中国における東西言語文化交流において、

西洋人は「字典編纂」「中国語研究」「聖書の漢訳」

の三つに代表される言語研究の成果を残したが、

いずれも非母語話者による外国語研究の実践とし

て記述されたものであり、これらは当時の中国語

の諸相を「外国人が外国語としての中国語を如何

に学習し、中国人の思考・発想を如何に理解した

のか」という視点から研究することが可能な恰好

の資料であると言える。さらに、これらの資料は

現代の我々が如何に外国語と付き合うか、と言う

問題にも大いにヒントを与えてくれる可能性を持

っていると言える。本研究課題の申請当時までの

個別的な研究の蓄積はすでに一定のレベルに達し

ていたとは言えるが、“官話”の全体像まで視野に

入れた通時的・体系的な研究の完成には更に相当

の蓄積が必要な状況であった。 

 本研究課題は西洋人の中国語研究文献の記述と

官話訳聖書の翻訳文を資料として“官話”の虚像と

実像にアプローチするものであり、上述の資料の

有用性、本研究の課題と特徴、準備状況等は、申

請段階では以下の通りであった。 

（１）近代西洋人の中国語研究文献にはタームと

しての“官話”が頻出することから、ターム“官話”

に関する記述の具体例を蓄積することで、“官話”

像を解明することが期待できるが、本課題の申請

当時では、個別例の記述内容まで網羅的に踏み込

んだ研究が無かったと言える。 

（２）西洋人の中国語研究の記述と官話訳聖書の

本文を資料として扱い、表現・語彙の異同対照調

査を行うことにより、“官話”と、“官話”に近接す

る書面語である“白話”の語学的特徴を相対的に抽

出することできる。 

（３）官話訳聖書の基礎となった初期中国語訳聖

書（文言、文白混淆体、浅文理訳）については、

報告者自身による一定程度の研究の蓄積と作成済

みの本文電子データ等を基礎資料として利用でき

る環境が申請時点で一定程度整っていた。 

（４）官話訳聖書については、過去に語学的アプ

ローチによる研究は乏しく、他の研究プロジェク

トの成果も活用して官話訳聖書の本文データを増

補することで、さらに効率的な研究活動が可能と

なることから、電子テキスト、目録データベース

等の基礎資料を整備する意義があった。 

 本研究では、近代西洋人による中国語研究の“官

話（Mandarin）”に関する記述と、特に北京官話と

南京官話による官話訳聖書（申請時は湖北官話に

ついても視野に入れていたが、これは今後の継続

的な課題とする）を基礎資料とし、同時代の白話

作品や吏文等の域内書面語資料との比較対照を通

して考察を行うことで、近代中国の共通口頭語で

ある“官話”の特徴を解明し、近代「外国人による

外国語としての中国語、つまり中国人的思考・発

想の表現としての中国語の理解」の実像の一端に

迫ることを期待したのである。 

 

２．研究の目的 

 あらゆる言語文化の事象にはそれ本来の実像と、

イメージで語られる虚像とがあるが、近世以降の

中国の口頭語の共通語である“官話”も、当時の中

国人の言語生活の解明にとって極めて重要なキー

ワードでありながら、イメージでしか語られて来

なかった事象の一つである。そこで本研究課題は、

近代西洋人の中国語研究から近世・近代の“官話”

にアプローチし、西洋人が「非母語話者」的視点

から記述した研究書・字典と、東西異文化翻訳の

実践としての“官話”訳聖書を基礎資料として、「西

洋人による記述の分析」と「言語表現の個別・具

体例の集積」によって“官話”の虚像と実像を解明

し、さらに現代の外国語学習への応用も視野に「外

国人による外国語としての中国語理解」の実相を

明らかにすることを視野に入れた。同時に本研究

課題は、今後の自他の継続的な研究のために、“官

話”関連の原典資料と研究文献の目録・データベー

ス構築も目指した。 

 本研究課題は第 1 段階で、近代西洋人による官

話研究文献の原典とそれに関する先行研究を収集

し、日中欧の研究目録を作成することとした。さ

らに官話訳聖書等のテキスト資料について、既存



の所蔵情報をもとに、目録を統合・整理し、さら

に現地資料調査・収集によって既存目録の遺漏を

補い、さらに、主要な官話訳聖書原典の閲覧調査

によって、新たな資料を発掘し基礎資料を充実さ

せることを目指した（何れの作業も、目下継続中）。 

 第 2 段階では、官話研究文献と代表的な官話訳

聖書の本文を電子テキスト化し、本文対照表、語

彙索引を作成し、自他の研究のための基礎資料を

整備することとし、これらの基礎資料を利用した

考察によって、「西洋人の視点で観察された各官話

の諸相」の解明を目指した（目下、継続中）。 

 また本研究課題は、“官話”像の解明をキーワー

ドに、近代西洋人の中国語研究の記述とその中国

語表現それ自体について語学的視点からアプロー

チするものであり、これについては以下の 3 つの

特色・独創性を挙げることができる。 

（１）官話訳聖書を近代中国の口頭語の共通語（官

話）研究の資料として活用すること。従来、漢訳

聖書の語学研究資料としての価値は重視されて来

なかったが、報告者は申請時点までに行っていた

初期中国語訳聖書の資料整備と文体・語彙に関す

る考察の成果を応用して、官話研究の新たな方法

を提案できると考えた。 

（２）今後の継続的な研究のために基礎資料を整

備すること。従来の“官話・白話”研究は、文学作

品等の中国国内資料を扱ってきたが、豊富な西洋

資料からのアプローチを可能にするために、「西洋

人による官話研究の著作」と「官話訳聖書の本文」

の基礎資料データベースを整備することとした。 

（３）基礎資料を広く公開すること。西洋資料の

電子テキスト、本文対照表、語彙索引、目録等の

基礎資料を積極的にウェブ公開し、成果公開促進

費等を利用して公刊を目指した。研究成果を積極

的に中文・欧文で発表することで、日本における

西洋資料による中国語研究の進展を広く海外の学

界にもアピールすることを企図した。 

 さらに、申請時点で予想される本研究課題の結

果とその意義として次の 2 点を挙げた。 

（１）西洋人による中国語（官話）研究の記述と

官話訳聖書の翻訳から、そこに表現された“官話”

像を明らかにすることができ、また“官話”像を考

察する過程で、西洋人の観察した“白話”の実相を

相対的に明らかにすることも期待できる。さらに、

朝鮮、満州、蒙古、琉球、唐話など、西洋以外の

周縁資料からアプローチする研究とも連携するこ

とで、「周縁から中心を探る」という新しい視点か

ら、“官話”研究をより一層、多面的に充実させる

ことができ、さらに、今後の西洋資料を扱った継

続的な研究のための基盤の整備に貢献できる。 

（２）本研究により、周縁分野の研究にも資料デ

ータを提供することで、官話や白話の語学的研究

にとどまらず、東西交流史、文化交渉史、思想史、

宗教史、翻訳史など領域横断的研究に貢献できる。

また、本研究課題で予想される成果は、「近代西洋

人が非母語話者的視点から外国語としての中国語

を如何に分析したのか」という問題に新たな視点

とアプローチの可能性を提供し得る。 

 

３．研究の方法 

 本研究課題では、継続的に資料調査・収集を行

うことで必要とされる文献を増補し、近代西洋人

による中国語研究の著作と代表的な官話訳聖書、

関連する周縁資料を基礎資料として、比較対照の

手法によって、“官話”像と「欧人の外国語理解」

の実相を考察することとした。また、本文電子テ

キストデータ・語彙索引など、中国語学にとどま

らず、聖書の和訳史、東西文化交渉史、宗教史な

ど関連分野の研究でも利用できる基礎資料データ

ベースの作成を目指した。報告時点で、データベ

ースとしては公開できていないが、作成済みデー

タについては、依頼に応じて随時提供している。 

 研究期間の前半 2 年間は、官話訳聖書と西洋人

による中国語研究文献の調査収集とデータ入力・

整理、解題・語彙索引の作成による基礎資料の整

備に力点を置いた。後半 2 年間は資料の調査・収

集を継続しつつ、官話テキスト本文から官話の語

彙・語法的特徴を抽出した。同時に近代西洋人の

中国語研究におけるキーワードとしての“官話”に

ついて分析した記述を整理することで、「近代西洋

人が観察した官話の虚像と実像」について総合的

に考察した。考察の結果は、国内外の学会、学術

誌で逐一発表し、上述の基礎資料の公開・提供と

併せて、研究成果を広く社会に還元した。 

 本研究課題では、申請書に記載した研究目的【本

研究課題の概略図】の工程に沿って、塩山正純（代

表者：統括）と朱鳳（分担者：とくに解題・注釈・

資料収集（文法書、字典、書簡）を分担）の二人

体制で 4 年間の研究活動を行った。 

 例えば、初年度〔平成 26 年度〕は、資料の調査

収集と本研究の基盤となる基礎作業を行う期間と

位置づけ、以下の 3 項目の作業と考察を行った。 

 第一に基礎作業と考察では、先ず既存の目録・

Web上の文献所蔵情報の調査による官話訳聖書と

西洋人の中国語研究文献をリストアップと収集、

現有資料の整理を行った。 

 そして第二に、現有資料の本文テキスト入力と

電子テキストの加工整理と、収集した資料の整理、

複写資料の印刷・簡易製本作業。 

（３）収集した文献の整理、官話訳聖書本文対照

表の作成、文体・語法・語彙的特徴の考察。 



２．資料調査 

（１）国内調査：関西大学図書館増田文庫、同東

西学術研究所鱒沢文庫、尾崎文庫等での閲覧調

査・収集。 

（２）海外調査：官話訳聖書、宣教師関連資料を

多数所蔵する海外の各図書館での原典資料の閲覧

調査・収集。 

３．成果報告等 

 国内外の学会での経過報告・成果発表。 

 続く 3 年間も、この基礎的なサイクルを繰り返

すことで資料を蓄積した。 

 

４．研究成果 

 前項に記述した方法によって、4年間の各年度で

以下の通りの研究活動を行い、成果を公表した。 

〔1年目（26年度）〕 

 代表者（塩山正純）と分担者（朱鳳）がそれぞ

れ収集・整理した資料をもとに分析を行い、主に

以下の3点について、研究活動を行い、成果を公表

した。 

（１）官話訳聖書を資料とする研究では、19世紀

の西洋人宣教師メドハーストの官話訳聖書と、同

じくメドハーストによってその前後に出版された

官話会話課本を資料として、官話の南北差のキー

ワードとなる特徴的語彙を抽出し、その使用状況

から、各資料で表現された“官話”の言語的特徴

に関する考察に着手し、成果の一部を報告した。

これについては2年目（27年度）以降も、更に詳細

に分析を継続して現在に至る。また、官話訳を含

む代表的な漢訳聖書本文に使用されている音訳語

の継承関係と訳語創造の特徴についても考察した。 

（２）会話課本を資料とする分析では、19世紀の

宣教師エドキンズの中国語会話教科書Progressive 

Lessons in the Chinese Spoken Languageの初版から5

版までの各版の本文を翻字・電子テキスト化し、

その語彙的特徴に関する考察に着手した。 

（３）官話・漢語の周縁に関する事象につても考

察の対象に加え、日本の幕末維新期における唐通

事の英語学習と宣教師の交流という観点から、唐

通事の家系出身の何礼之による翻訳活動に関する

考察に着手した。 

 

〔2年目（27年度）〕 

 代表者（塩山正純）と分担者（朱鳳）が主に1年

目のポルトガル現地調査（関西大学外国語学部教

授・奥村佳代子氏との共同調査）にて収集した官

話会話課本その他の資料と、期間中に収集した資

料を整理し、主に以下の3点について分析・考察し、

その成果の一部を論文・口頭報告で発表した。 

（１）官話課本・英華・華英字典を資料とする分

析については、まず、19世紀の英語による中国語

課本と字典類における官話に関する記述を抽出・

分析し当時の（近代における）西洋人の目から見

た官話像の考察を試みた。さらに、ゴンサルベス

の会話稿本を資料として、同書での官話の文法に

関する記述の特徴について考察した。 

（２）官話訳を含む漢訳聖書の分析については、

西洋諸語を原語とする聖書語彙の中国語への異文

化翻訳の中でも特に音訳語を対象として考察した。 

（３）官話・漢語の周縁に関連する資料の分析に

ついては、西洋の文化を中国人に普及するために

出版された様々な漢訳書のうち、官話によって執

筆・編纂された書物（西洋料理のレシピ）を資料

として、語学学習・研究を目的としない周縁の文

献で使用された官話の文体的特徴と訳語の創出と

定着に関して考察した。 

 また、28年3月にはオックスフォード大学図書館、

大英図書館、ライデン大学図書館にて資料調査を

行い、官話で執筆された資料数点を収集した。 

 

〔28年度（３年目）〕 

 前年度末（27年度・２年目）に代表者（塩山正

純）と分担者（朱鳳）が、イギリス（オックスフ

ォード大学、大英図書館）及びオランダ（ライデ

ン大学）における現地調査（関西大学外国語学部

教授・奥村佳代子氏、北陸大学国際コミュニケー

ション学部講師・伊伏啓子氏との共同調査）と、

当該年度（28年度・３年目）夏にバチカンにおけ

る現地調査、その他国内各館で収集した官話会話

課本や西洋人が官話で執筆した各種のテキスト其

他の資料を整理・テキスト入力し、前年度と同様

に以下の３つの方面について分析・考察し、その

研究成果を論文・口頭報告によって発表した。 

（１）前年度は英華・華英を中心とした字典類に

おけるキーワードとしての官話に関する記述の内

容を分析したが、当該年度は主に19世紀に出版さ

れた英語による官話課本・研究書の官話に関する

記述を分析の対象として、引き続き西洋人による”

官話”像について考察した。個別の資料に関する研

究については、代表者（塩山正純）がエドキンズ

の官話課本の初版から第5版を対象として、語彙・

音声面の記述の特徴について考察し、分担者（朱

鳳）がモリソンの課本本文について考察した。 

（２）漢訳聖書を資料とする分析については、西

洋諸語の聖書原典と漢訳聖書の文理訳本文を比較

対照の資料として、異文化翻訳の一つの事例とし

ての時間表現に関して考察した。なお、この考察

は今後さらに官話訳聖書にまで考察範囲を広げて

いく上での基礎作業として位置づけている。 



（３）上記以外の官話・漢語資料を対象とする分

析については、当該年度は本研究課題のメインテ

ーマである近代西洋人による外国語としての官話

研究に関連して、近代の日本人による官話学習に

ついても考察を行い、官話課本、旅行記における

記述について分析した。 

 

〔29年度（４年目・最終年度）〕 

 代表者（塩山正純）がバチカン図書館、大英図

書館、関西大学東西学術研究所、国立国会図書館

その他機関で調査収集した資料と、分担者（朱鳳）

がサンフランシスコ大学での在外研究の機会に調

査収集した官話関連資料、西洋人が官話で執筆し

た各種テキストその他の資料を順次整理・テキス

ト入力し、前年度までと同様に以下の3点について

分析・考察を行った。研究成果は、前年度の口頭

報告の内容を発展させて、論文として発表した。 

（１）個別の官話課本の記述に関する分析につい

ては、前年度までの字典類と課本類における官話

に関する記述の分析を継続し、さらに19世紀前半

に出版されたフランス語による官話課本・研究書

を対象として、近代西洋人による”官話”像について

さらに範囲を拡大して考察した。また個別資料に

ついては、代表者（塩山正純）がエドキンズの課

本を対象とする語彙・音声面の記述の特徴に関す

る考察をさらに継続的に考察した。 

（２）漢訳聖書を資料とする分析については、前

年度に続いて、文理訳聖書の本文に記述される異

文化翻訳の一つの事例としての時間表現について、

西洋諸語の聖書原典として比較対照しつつ考察し

た。これについては、さらに官話訳聖書にまで考

察範囲を広げていくことを課題としている。 

（３）上記以外の官話・漢語の資料については、

近代西洋人にとっての官話研究の根幹である官話

認識のうち、19世紀前半のフランス語による研究

書の記述の変遷について考察した。さらに、外国

語としての官話学習という観点に関連して、近代

日本人の官話学習についても引き続き考察し、『北

京官話全編』（官話課本）、『東亜同文書院大旅

行誌』（旅行記）における記述について分析した。 
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